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        No. 2565
2021 年 12 月 6 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
、オ
ミ
ク
ロ
ン

株
を
懸
念
さ
れ
る
変
異
株

に
指
定
し
た
」「
11
月
30

日
、
成
田
空
港
で
国
内
初

の
オ
ミ
ク
ロ
ン
感
染
者
が

確
認
さ
れ
た
」「
12
月
１

日
、
27
日
に
ペ
ル
ー
か
ら

入
国
し
た
男
性
の
感
染
が

確
認
さ
れ
た
。
国
内
2
例

目
だ
。」「
大
阪
で
開
催
予

定
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー

ト
の
グ
ラ
ン
プ
リ
・
フ
ァ

イ
ナ
ル
が
中
止
に
な
っ

た
」「
１
日
、医
療
従
事
者

の
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目
の

接
種
が
開
始
さ
れ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
政
府
は
全
世
界
か
ら

日
本
着
の
国
際
線
の
新
規

予
約
停
止
を
航
空
各
社
に

要
請
し
た
が
批
判
を
受
け

撤
回
し
、
在
外
邦
人
に
対

し
て
は
変
更
し
た
」「
先
手

の
対
策
が
、
わ
ず
か
３
日

で
撤
回
で
は
政
府
は
信
頼

　

沖
縄
県
辺
野
古
の
米
軍

新
基
地
建
設
を
め
ぐ
り
政

府
は
、
埋
め
立
て
予
定
海

域
で
見
つ
か
っ
た
軟
弱
地

盤
改
良
の
た
め
に
砂
杭

７
万
本
以
上
を
打
ち
込
む

な
ど
の
設
計
変
更
を
申
請

し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
沖
縄
県
は
、

昨
年
来
約
１
年
半
に
わ

た
っ
て
審
査
を
実
施
、
玉

城
デ
ニ
ー
知
事
は
11
月
25

日
、
設
計
変
更
申
請
を
不

承
認
に
し
ま
し
た
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
、
▽

軟
弱
地
盤
が
最
深
90
㍍
に

達
す
る
地
点
を
念
頭
に
、

地
盤
の
安
定
性
等
に
係
る

設
計
に
関
し
て
最
重
要
地

辺
野
古
米
軍
新
基
地  

設
計
変
更
を
不
承
認

　
デ
ニ
ー
知
事
「
工
事
全
中
止
を
」

 

　
　
　 

　
安
定
性
根
拠
な
し

点
の
調
査
が
未
実
施
、
地

な
い
、
を
上
げ
ま
し
た
。

　

デ
ニ
ー
知
事
は
ま
た
、

新
基
地
建
設
の
埋
め
立
て

に
、
沖
縄
戦
犠
牲
者
の
遺

骨
が
眠
る
沖
縄
本
島
南
部

の
土
砂
を
使
用
す
る
計
画

は
人
道
上
許
さ
れ
な
い
、

と
批
判
。
新
基
地
の
埋
め

立
て
工
事
は
中
止
し
、
日

米
両
政
府
に
対
し
米
軍
普

天
間
基
地
の
速
や
か
な
閉

鎖
・
返
還
を
求
め
て
い
く

と
訴
え
ま
し
た
。

盤
の
安
定
性
が

十
分
に
検
討
さ

れ
て
い
な
い
、

▽
絶
滅
危
惧
種

ジ
ュ
ゴ
ン
に
与

え
る
影
響
に
つ

い
て
、
工
事
に

伴
う
水
中
音
の

調
査
が
行
わ
れ

て
い
な
い
、
▽

地
盤
改
良
に
よ

る
海
底
地
盤
の

最
大
14
㍍
の
盛

り
上
が
り
が
環

境
に
お
よ
ぼ
す

影
響
に
つ
い
て

情
報
が
適
切
に

収
集
さ
れ
て
い

ドイツ
核禁条約会議へオブザーバー参加
　　　　NATO２カ国目
　　国内核兵器引き揚げ示唆

　

ド
イ
ツ
新
政
権
を
樹

立
す
る
見
通
し
の
社
会

民
主
党
と
緑
の
党
、
自
由

民
主
党
の
３
党
が
11
月
24

日
、
来
年
３
月
に
ウ
ィ
ー

ン
で
開
催
予
定
の
核
兵
器

禁
止
条
約
締
約
国
会
議
へ

の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
を

政
策
合
意
書
に
盛
り
込
み

ま
し
た
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟

国
で
同
会
議
に
参
加
表
明

す
る
の
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー

に
続
い
て
２
カ
国
目
で
す
。

　

協
定
文
書
で
は
、「
禁
止

条
約
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
参
加
し
、
条
約
の
意

図
に
建
設
的
に
付
き
添
っ

て
い
く
」と
表
明
。「
わ
れ

わ
れ
の
目
標
は
核
の
な
い

世
界
で
あ
り
、
核
兵
器
の

な
い
ド
イ
ツ
で
あ
る
」
と

し
て
、
ド
イ
ツ
国
内
に
あ

る
戦
術
核
兵
器
の
引
き
揚

げ
の
要
求
も
示
唆
し
ま
し

た
。

　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
ド
イ
ツ

の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
表

明
を
受
け
、
日
本
共
産
党

の
志
位
委
員
長
は
、「
核
抑

止
論
か
ら
離
脱
さ
え
す
れ

ば
参
加
で
き
る
。
唯
一
の

戦
争
被
爆
国
の
政
府
と
し

て
、
ま
ず
は
締
約
国
会
議

に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
参
加

す
る
こ
と
を
強
く
求
め
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

沖縄県庁前　11 月 26 日

で
き
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

年
末
特
別
手
当
支
給
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

（
10
日
）。「
昨
年
よ
り
少
し

増
え
た
」「
不
透
明
な
評
価

に
よ
る
差
が
大
き
す
ぎ

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

米
軍
三
沢
基
地
所
属
の

Ｆ
16
戦
闘
機
が
青
森
空
港

に
緊
急
着
陸
（
11
月
30

日
）。「
着
陸
前
に
投
棄
し

た
燃
料
タ
ン
ク
の
一
つ
が

住
宅
の
近
く
に
落
ち
た
」

「
一
歩
間
違
え
ば
大
惨
事

だ
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
日
本
シ
リ
ー

ズ
。
ヤ
ク
ル
ト
が
４
勝
２

敗
で
オ
リ
ッ
ク
ス
に
勝
利
。

「
20
年
ぶ
り
６
回
目
の
日

本
一
に
輝
い
た
」「
６
試
合

す
べ
て
が
僅
差
の
決
着
で

見
ご
た
え
の
あ
る
日
本
シ

リ
ー
ズ
だ
っ
た
」

し
て
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

押
し
の
け
て
の
全
勝
優
勝

は
立
派
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
３
日
早
朝
３
回
、山
梨

県
東
部
・
富
士
五
湖
を
震

　
「
コ
ロ
ナ
禍
の
時
代
を

生
き
る

│

科
学
・
人
権
・

市
民
的
連
帯
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
、
日
本
科
学
者

会
議
（
Ｊ
Ｓ
Ａ
）
東
京
支

部
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
11
月
27
・
28
日
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
か
れ
活
発
な
討

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
シ

ン
ポ
で
は
２
つ
の
特
別
報

第
21
回
東
京
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

告
、
16
の
分
科
会
で
62
件

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

武
蔵
野
通
研
分
会
か
ら

は
「
幣
原
喜
重
郎
に
関
す

武蔵野市

外国籍市民も投票資格者に
　住民投票条例を提案
　　　　

　

武
蔵
野
市
の
松
下
玲
子

市
長
は
11
月
19
日
開
会
の

市
議
会
に
、
18
歳
以
上
の

市
民
の
１
／
４
の
署
名
が

あ
れ
ば
、
議
会
の
議
決
が

な
く
て
も
市
は
住
民
投
票

を
行
う
こ
と
と
す
る
「
常

設
型
」
の
住
民
投
票
条
例

案
を
提
出
し
ま
し
た
。
昨

年
３
月
に
全
会
一
致
で
制

定
し
た
自
治
基
本
条
例
を

具
体
化
す
る
も
の
で
す
。

　

投
票
資
格
は
３
カ
月
以

上
同
市
に
住
所
が
あ
る
18

歳
以
上
で
国
籍
は
問
い
ま

せ
ん
。
こ
の
条
例
案
に
右

翼
団
体
が
激
し
く
攻
撃
し
、

自
民
党
は
反
対
を
主
張
し

て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党

の
橋
本
し
げ
き
市
議
は

「
永
住
外
国
人
よ
り
も
更

に
広
く
、
外
国
籍
市
民
を

日
本
国
籍
市
民
と
同
様
に

扱
う
こ
と
は
法
の
下
の
平

等
に
か
な
う
適
切
な
考
え

だ
」
と
条
例
に
賛
成
し
て

い
ま
す
。

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
、
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
働
く
労

働
者
の
権
利
を
守
る
法
律

が
今
月
初
め
に
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
同
法
は
、
新
型

ポルトガルで
リモートワークの権利を法制化

勤務時間外の雇用者側接触禁止など

る
近
著
を
め
ぐ
っ
て
九
条

の
原
点
を
考
え
る
」「
Ｉ
Ｐ

Ｃ
Ｃ
第
６
次
報
告
書
と
日

本
の
温
暖
化
対
策
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
考

え
る
」「『
デ
ジ
タ
ル
関
連

法
』
に
よ
る
個
人
情
報
の

一
極
集
中
は
中
止
を
」「
監

視
社
会
化
の
危
機
は
ら
む

『
デ
ジ
タ
ル
改
革
』、
こ
れ

と
ど
う
む
き
あ
う
か
」「
文

学
に
描
か
れ
た
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
と
の
闘
い
」「
Ｊ
Ｓ

Ａ
東
京
支
部
の
組
織
活
動

の
経
験
を
ど
う
活
か
す

か
」
な
ど
で
報
告
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
成
功
に
貢
献

し
ま
し
た
。

源
と
す
る
地
震
が
起
き

た
」「
６
時
半
頃
の
は
震
度

５
弱
だ
っ
た
」「
東
京
は
震

度
３
だ
っ
た
が
、
ド
ン
と

き
た
の
で
あ
わ
て
て
戸
を

開
け
、テ
レ
ビ
を
つ
け
た
」

「
今
回
は
エ
リ
ア
メ
ー
ル

は
来
な
か
っ
た
」「
９
時
半

頃
に
は
和
歌
山
県
で
も
震

度
５
弱
の
地
震
が
あ
っ

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
通
研
の
イ
チ
ョ
ウ
も

綺
麗
に
色
づ
い
た
」「
庭
の

サ
ザ
ン
カ
に
メ
ジ
ロ
が
来

て
、
花
を
つ
い
ば
ん
で
い

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
相
撲
九
州
場
所
。
横

綱
照
ノ
富
士
が
２
場
所
連

続
、
６
度
目
の
優
勝
（
11

月
30
日
）。「
一
人
横
綱
と

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
中
で
広
ま
っ
た
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
カ
ー
の
権
利

と
し
て
、
①
労
働
時
間
外

に
雇
用
者
側
が
労
働
者
に

接
触
す
る
こ
と
を
禁
止
、

②
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
擁
護
の

た
め
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

中
の
労
働
者
を
監
視
す
る

こ
と
を
禁
止
、
③
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
の
た
め
に
普
段

の
日
常
生
活
よ
り
余
計
に

か
か
っ
た
通
信
費
や
光
熱

費
、
設
備
の
維
持
等
の
費

用
は
、
雇
用
者
側
が
負
担

す
べ
き
、
と
し
て
い
ま
す
。

　

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
は
原

則
、
労
働
者
と
雇
用
者
の

合
意
に
よ
り
、
労
働
時
間

と
労
働
の
場
所
を
決
め
ま

す
。
し
か
し
８
歳
以
下
の

子
ど
も
の
世
話
を
す
る
親

な
ど
に
つ
い
て
は
、
雇
用

者
と
の
合
意
な
し
で
も
リ

モ
ー
ト
で
働
く
権
利
を
認

め
ま
す
。 

＊
英
紙
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
・
タ
イ
ム
ズ
16
日
付

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
編
集
委
員
会

準衛星カモオアレワ
　　　月のかけらの可能性
　米アリゾナ大学の研究グループ
科学誌『コミュケーションズ・アース・アン
ド・エンバイロンメント』(11 日付 )

　

２
０
１
６
年
に
ハ
ワ
イ

に
あ
る
大
型
望
遠
鏡
「
パ

ン
ス
タ
ー
ズ
」
に
よ
っ
て

発
見
さ
れ
た
準
衛
星
カ
モ

オ
ア
レ
ワ
は
地
球
の
近
く

に
あ
っ
て
、
見
か
け
上
地

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

64
報
告
、
活
発
な
討
議

球
を
回
っ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
天
体
で
、
直
径
は

約
50
㍍
で
す
。

　

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
カ

モ
オ
ア
レ
ワ
が
反
射
す
る

光
の
波
長
ご
と
の
デ
ー
タ

を
、
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ

て
い
る
ほ
か
の
天
体
の
も

の
と
比
較
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
ア

ポ
ロ
計
画
で
月
か
ら
持
ち

帰
っ
た
岩
石
と
一
致
す
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

カ
モ
オ
ア
レ
ワ
が
か
つ

て
月
の
一
部
だ
っ
た
可
能

性
が
高
い
と
考
え
て
い
ま

す
。


